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〔解題〕　
本稿は江戸時代中期に新
いま
日ひ
吉え
社宮司であった藤
ふじ
島しま
宗むね
韶つぐ
の詠草を紹介するものである。京都女子大学蘆庵文庫に所
蔵される『藤島宗韶詠草』 （大四三─一）のうち、宝暦七年（一七五七）に詠まれた和歌部分を翻印する。この仮綴冊子体の草稿書留には、宝暦六年の和歌も収められているが、宝暦 年分については他に、合点添削を仰ぐために和歌を清書した折詠草の『藤島宗韶詠草』 （大四三─七）も遺されていることがこのたびの調査で判明した。さらに、同年の宗韶日記（ 『春原忠韶日記』 一─七）も現存するため、宗韶やその周辺 人々が誰の歌会へ詠
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進し、どのような和歌を草稿から清書し、いかなる指導を受けていたかを詳らかにできると考え、宝暦七年という一年間を取り上げることとした。　
本稿で翻印する草稿書留の『藤島宗韶詠草』の書誌は次の通りである。［整理書名］ 『 〔藤島宗韶詠草〕 』 ［著者］藤島宗韶（自筆） ［整理番号］大四三─一［目録通番］一五九九［外題］打付書「宝暦六丙子年／同七丁丑年／愚案／忠韶」 ［内題］なし［成立］宝暦六～七年写［装訂・数量］共紙表紙横本仮綴一冊［寸法］一五 ・ 二×二一 ・ 三糎［丁数］全三六丁・貼紙一丁［料紙］楮紙（反古）
　
また、右の歌稿から宗韶が清書し、師の合点・添削を受けた折紙を合綴した『藤島宗韶詠草』の書誌事項は次の
通り。本稿ではこのうち、草稿と重なる和歌は各題毎に和歌の後ろに二字下げ・別書体で掲げた。
［整理書名］ 『 〔藤島宗韶詠草〕 』 ［著者］藤島宗韶（自筆） ［整理番号］大四三─七［目録通番］一六〇五 外題 ・内題］なし［成立］宝暦七年写［装訂・数量］折紙綴一冊［寸法］一六 ・ 〇×四三 ・ 五糎［丁数］全一五丁［料紙］楮紙
　
蘆庵文庫は、小沢蘆庵の顕彰のため、洛東今熊野日吉町 新日吉神宮の宮司藤島益
ます
雄お
氏によって、蘆庵の一五〇
回忌にあたる昭和二十五年（一九五〇）七月に同神宮内に設置され、その後その蔵書の大半は平成二十七年三月に京都女子大学へ寄贈された。同文庫の資料は、おもに蘆庵関係の典籍、社家文書、非 人文書で構成されている。このうち、稿本『六帖詠藻』をはじめとする蘆庵関連資料については、中野稽雪氏による一連 蘆庵研究や、平成二年から始まった国文学研究資料館による調査収集事業によって、以前から比較的注目されてきた。　
しかし、 新日吉社に関する文書や、 歴代宮司が勤め 非蔵人に関連する多くの資料は、 『蘆庵文庫目録と資料』 （蘆
庵文庫研究会編、青裳堂書店、平成二十一年刊）が刊行されるまで広く知られ いたわけではなかった。また、そ
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の『目録』のうち「追加史料の部」については簡便な一覧を目録巻末にまとめるにとどまり、現在も調査を進めている。　
新日吉社の歴代当主は非蔵人として禁裏に出入りしており、かつ妙法院宮とも浅からぬ関係にあった。当主たち
が遺した日記や文書などからは、非蔵人たちがいかなる業務を担っていたかが具体的に分か ほか、堂上と地下との間を往き来できる立場にあった彼らが、文化史的に果たした役割をうかがわせる資料が散見される。このように、蘆庵文庫は、 近世中後期の禁裏周辺の動向を探るために、 歴史的にも文化史的にも貴重な一次資料の宝庫と言えよう。　
さて、蘆庵文庫には宗
むね
韶つぐ
・宗
むね
順のぶ
・宗
むねきと
・宗
むね
福より
に関する資料が多数所蔵されているが、藤島家は社家であるため、
歴代当主は皆、程度の差はあれ和歌を学んでいた。とりわけ宗順の詠草がもっとも多く所蔵され、次いで父宗韶の歌稿が確認できる。このうち、本稿では藤島家初期の当主である 韶 和歌詠草を取り上げる。　『藤島家伝』 （新日吉神宮蔵）によれば、宗韶は享保十四年（一七二九）正月二日に藤野井成允の次男として誕生し、その後春原忠正の養嗣子となった。元文五年（一七四〇）二月に十二歳で非蔵人として初めて出仕した。宝暦十三年（一七六四）十二月二十八日に藤島宗韶と改める前の名は「忠韶」である。安永元年（一七七三）には正六位上に叙せられ、院蔵人に補せられた。つづいて、天明四年（一七八四）には従五位下 叙せられ、上北面に補せられている。天明六年に大舎人頭に任ぜられた後、寛政元年（一七八九）十 二日に、六十一歳で没している。　宗韶の詠草資料としては、宝暦六年（一七五六）以降の詠草が書き留められた七冊の⑴『藤島宗韶詠草』 （大四
三─一～七）のほか、⑵『春原忠韶歌稿』 （四─五四）や⑶『藤島宗韶詠草留』 （弐号─二六）が現存する。このうち、⑴『藤島宗韶詠草』は仮綴冊子体の草 が四冊と 提出詠草を仮綴した折紙綴本が三冊含まれている。後者の提出詠草には、いず も「忠韶上」とあり、さらに添削の跡も残され いることから、師から指導を受 た折紙を、
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年次別にまとめて綴じたものと考えられる。　
では、折詠草へ添削を施したのは誰か。 『藤島宗韶日記』の宝暦五年二月十四日の条に、 「冷泉民部卿宗家卿へ和
歌入門〈民部卿殿へ酒五斗進上／雑掌へ延紙二束遣／大宅大浦房長予両人〉 」と入門記録があることから、冷泉為村であった可能性が先ずは考えられる。為村は冷泉家中興の祖とされる公卿で、当代を代表する堂上歌人であった。実際、宝暦六年二月二十九日の宗韶日記には、 「一、冷泉殿□
〔虫損〕
詠草持参。 」とあり、冷泉家へ宗韶が和歌詠草を持
参していた様子が書き留められている。　
添削者を推定するうえ 、その為村の和歌とされる歌一首が左の宗韶の草稿書留（宝暦六年分）に見られること
は留意すべきであろう。添削を受けた折詠草から示せば、左の通りであ　　　　 　
里雪
　　
〽あきにしめ
をき
しうづらの床もあれはてゝ此比雪の深草の里
　　
里遠くかへるやいづこしづの男が笠おもげにもつもる白雪
　
この時の草稿も残されており、そこには左のように記されている。
　　 　
丑
里雪
十一月兼題昆経丈亭
　　
秋まではしめしうづらの床あれて雪ぞふりしく深草の里
　
為村
　　
〽里遠くかへるやいづこ賤男が笠おもげにも積る白雪
　　
枯はつる菊のまがきに
　　
秋〽しめ置し
にしめしうづらの床もあれはてゝ此比雪の深草の里
　
草稿の歌題の前に「丑」と宗韶が補記しているが、これは宝暦六年十一月に橋本昆経亭で催された稽古歌会で詠
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んだ和歌を、丑年である宝暦七年になってから、折詠草に清書して師に示したことを意味する。草稿には提出詠草へ転記したものには黒丸や白丸などで印が付されたものもあり、折詠草に施され 添削も書き写されていることが確認できる。　
さて、草稿書留には歌題「里雪」の後ろに、 「秋まではしめしうづらの床あれて雪ぞふりしく深草の里」という
為村作とされる和歌が一首書き付けられ、つづけて宗韶の和歌二首と未完成歌一首が記されている。このうち最後の「秋にしめしうづらの床もあれはてゝ此比雪の深草の里」は為村歌に酷似し、宗韶が参考 し 詠んでいることは明白と思われる。仮に添削者が冷泉為村であるとすれば、ここからは彼の和歌指導の方法をうかがうこともできることになる。　
ただし、為村歌として書き留められた和歌は『新編国歌大観』 は所収されておらず、その真偽についても問題
が存する。また、添削部分の筆跡も為村 ものとは必ずしも言い難い。一方で、小沢蘆庵 添削である可能性も考えられることから、本稿では、添削者は冷泉為村で る可能性を指摘 るにとどめ 詳細については今後の課題としたい。〔凡例〕一、京都女子大学蘆庵文庫蔵『藤島宗韶詠草』 （整理番号大
43–
1、通し番号
1599）のうち、宝暦七年分の和歌草稿書
留（
14丁裏～
35丁裏）を翻刻した。そのうち、 「折詠草」 （ 『藤島宗韶詠草』大
43–
7、
1539）に同じ和歌が伝わる
場合は、各題毎に、和歌の後ろに二字下げ・別書体で掲げた。その際、 「折詠草」での改行は無視し、作者表記（ 「忠韶上」 ）および 題等は省略した。但、 底本（和歌草稿書留）以上の情報が記されている場合のみ（
　
）
68
に入れて示した。
一、翻字は原則として原本通りとする。但、以下の項目については改めたところがある。一、旧字体・異体字・合字は原則として通行の字体に改めた。一、適宜、句読点・並列点を施し清濁を分かった。一、原本の改行箇所に 「／」 、丁の表・裏の移り目には「」 」を入れ示した。一、合点は「〽」で示した。一、割書部分 〈
　
〉で括り示した。
一、見せ消ち 網掛け また、墨滅部分は抹消線で示した。一、虫損・抹 等による判読不能 は、字数が判る場合 □で、判らない場合は［
　
］で示した。
一、単純な誤字訂正と認められる箇所は、改めた後の形で翻字した場合がある。一、その他 私の注記事項は（
　
）で示した。
〔翻刻〕　
同七年春
　　　　
〈冷泉民部卿為村／冷泉殿会始〉
　　 　　
庭梅久芳
〈冷泉殿会始出題／二月五日〉
　
咲そは
む
むる
花も千年の春かけて／ふりせずにほへ庭の梅がえ
　
今年よりいく世かさねて軒近く／猶咲にほへ庭の梅がゝ
　
此宿に千世をかさねて咲そはむ／色かもふかき庭の梅がえ
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今年より
　
此庭にふりせずにほへ千世かけて／紐
ふかく ［
　　　
］ ん
ときそむる梅のはつ花
　
色ふかき花もふ せず匂ふらん
　
千世かけて咲庭の梅がえ
」
14ウ
　　 　
〽毎春花有約
〈信里丈会始出題／二月十三日〉
　
年ごとになれてもあかぬ花の木に／又くる春を猶やちぎらん
　
あだにみぬ花の契よ色も も／心にかわる春やな らん
　
あ〇
だならぬ花のちぎりよ春ごとに／あ
色
らか
ぬえ
色な
から
のぬ
　
さかりみすらん
　　　
　
あだにみぬ心とをしれ春ごとに／色香くわゝる花にちぎりて
　　 　 　 　 　
咲そふる／花にいく世の／春をちぎりて
　
〽〇
あだにみぬ花も
の
心二をしるや
の
　
色そふ
へ
るて
／
年◦
々
にか
四
はらぬ
ず
咲匂ひぬる」
15オ
　　 　
（毎年花有約）
　　
あだならぬ春の契よ春ごとに色香えならぬさかりみすらん
　　
〽あだにみぬ花も
の
心二
　をしるやの色そへて
三
年◦
〳〵
にか
四
わらず咲匂ひぬる
　
冷泉家月次和歌題
　　　　　
　　 　
庭梅久芳
会始
　　　
〈芳字ノ心／なくてはいかゝ〉
　
〽いく千世の
も
猶咲そは
ひてにほふらし
む色みえて／紐ときそむる庭の梅が枝
　
ことしよりなを行末の春かけてふりせずにほへ／庭の梅が枝
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いく千世の色香をこめて咲そむる／軒端の梅の盛久しき
　　
〽いく千世も猶咲そは
ひ
むて
色にほふらし
みえて紐ときそむる庭の梅が枝
　
〈芳字ノ心／なくてはいかゞ〉
　　
ことしよりなを行末の春かけてふりせずにほへ庭の梅が枝
　　
いく千世の色香をこめて咲そむる軒端の梅の盛久しき
　　
　　
二月
〽梅風
廿八日会日
　
さそひきてさかぬかきねもにほふなり／梅
かぜのつてなるよその梅がゝ
咲宿の軒の春かぜ
　
吹をくる匂ひもふ く咲梅の／花の軒端をさそふ春かぜ」
15ウ
　　 　
（
　
梅二月御兼題
風
　
）
　　
〽此夕べさかぬかきねもにほふなり風のさそひしよその梅がゝ
　　
吹おくる匂ひもふかく咲梅の花の軒ばをさそふ春かぜ
　　
同
〽祈恋
　
あふことはいのるかひなくいたづらにうき年月かふるの神杉
　
かけそへて猶も らんみしめ縄 のめ置にし／ながき契りを
　　
〽あふことは
を
いのるかひなくいたづらにうき年月をふるの神杉
　　
かけそへて猶もいのらんみしめ縄たのみ置にしながき契りを
　
芦火たく煙も波も立かすむ難波浦の春のよの月
　
すむ月の秋はありと 梅がゝのそひてかすむもいゝしらずして
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芦火たく煙もかすむ難波がた／入江の波に霞月かげ
　　 　
〽
三月十八日
名所春月
　　
　
いえ
ひな
しら
らず
ずよ
梅がゝかほる難波がた入
霞入江の春の夜の月
江の波にかすむ月影
　
影やどす宇治の川波はれやらでほのかにてらす春 よの月
　
所がら光かはらず明石がた霞 やらぬ春のよの月
　
所がら霞も らで明石がた月にさわ ぬ浦 みるめは
　
浦風に霞もはれて明石がたくもるともなき春のよ 月
　　 　
（
　
名三月御兼題
所春月）
　　
〽浦かぜに霞もはれて明石がたくもるともなき春の夜の月
　　
えならずよ梅がゝかほる難波がた入江の波にかすむ月かげ
　　
同
〽鐘声何方
　
かねの音
声
はいかゞなるらん花にきてく
霞もふかくくるゝ山路に
るゝ山路にひゞく入相
　
いづくともわかずや花にくれかゝる霞のおくにひゞくかねのね
　
ひゞきくるこゑもいづくと詠やる霞のおく 入相のかね
　
花にきてくるゝ山路に
なり
ひき
ゞこ
きゆ
くる
るは
何い
方づ
なく
るの
ら寺
んの
入相のかね」
16オ
　　 　
かねの声はいづくなるらん花にきて霞もふか くるゝ山路に
　　
〽ひゞきくる声はいづく
こ
とぞ
ながめやる霞のおくの入相のかね
　　
四月
〽籬卯花
72
　
花の木はひとつみどりにしげりおふまがき
　
花の木はみどりにしげるませの内に青葉 じりに咲る卯花
　
夕●
やみに月やあらぬと白
月雪の色を
　色をまがきにみする卯花
妙の色をまがきにみする卯花
　
ませの内に光りも へて木の間もる月やあらぬと咲る卯花
　
月●
雪の光りを せて白
卯
妙花
にの
まがきに咲る夏の此比
　
月影の光をそへて卯花の咲る垣ねは木がくれもなし
　　 　
（
四月御兼題　　
籬卯花）
　　
木の間もる月やあらぬと白妙の色をまがきにみする卯花
　　
〽月雪 色に
ぞまがひ
ふて卯花のまがきに
しろく◦咲る夏の此ごろ
　　
同
〽逢増恋
　
人もかく思ひもやせん逢夜よりい
またいつかはとしたふ心は
やまさりぬるむねの思ひは
　
わへだてなくかわす枕は
りなくも思ふものからい
逢夜よりいとゞ
とゞ猶人に思ひのそひ行もうし
　
人もかく同じ心にありやせん逢よりやがてまさる思ひは
　
へだてなく わすものから逢夜よりいやまさりぬるむねの思ひは」
16ウ
　　
人もかく同じ心にありやせん逢よりやがてまさる思ひは
　　
〽へだてな か
ち
はぎ
する
ものから逢夜よ いやまさりぬるむね おもひは
くるしき
　
　　
五月
霖
　
いつはるゝ空ともみえず雲とぢて降こそまされ五月雨
（ママ）
比
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かきくれておやみもやらず降くらす雨に
　
はれやらず日をふる雨に波
入江なる芦の末ばの先ぞかくるゝ
こえて入江の芦もみえぬばかりに
　　
々
　
夢
　
おもふことおもはぬことも一すいの枕の夢となるぞはかなき
　　 　
旅宿
　
よな〳〵にかわる旅ねの夜半の風いとゞ淋しく故郷の夢
　　
六月
夏草
　
夕立のはれ行跡の草むらにむすぶも涼し露の白玉
　
咲出る花も夏野ゝ草むらにまじるさゆりの色もえならぬ
　
しげりあふ草 みどり置そふ露も色にて
　
はらはねば日ま
ごとに
しにしげる夏草に野守が庵もみえず成行」
17オ
　　 　
恋山
　　　　　　　　　　　　　　
公文
　
おくふかくおもふ心をかくとしもいはで忍ぶの山の名ぞうき
　
あはでうき思ひもぞそふしのぶ山 のぶ心 き思ひは
　
かくとしもいはで幾年
　
あはでうき思ひもぞゝふ人 れず 山 しのぶ思ひは
　
うきことの猶こそまされ
　　
七月
早秋暁露
74
　
明るまでまたで置そふ白露を吹みだしてや暁
庭
のの
空秋風
　
　　 　　
旅人渡橋
　
日影のみみえてぞのこる夕暮に旅人いそぐ勢田の長橋」
17ウ
　　
八月
月前風
　　　　
月前思
　　　
九月
黄葉
　
かばかりにそむる柞の薄紅葉
　
秋ぞとややゝ染かゝ 薄紅葉
　
時ぞとやいつの時雨の染つらん初しほみする木ゝの葉かづら」
18オ
　　 　
山家夕
　　　
字脱
　　
山
廿一日
ふかく住身はうしや夕間暮さみしさそふる軒の松風
　　
山
廿二日
里になれてもうしや夕べ〳〵淋しさそふる入相のかね
　　
山
廿三日
深み住身はうしや夕暮にいとゞ淋しき入相のかね
　　
十月
しぐれ
　　　　
ちぎる」
18ウ
藤島宗韶詠草（宝暦七年分）　解題と翻刻
75
　　　
十一月
湖上冬月
　　　　
古寺夕鐘
　　
定親
　　　
十二月
遠炭𥧄」
19オ
　　　　
寄松恋
　　　　
浦鶴
　　
　
吹よ
風
すに
る打
寄波もしづまりて松かぜ□
ち
ぎる友鶴のこへ
　　 　
行
十一月廿二日
路雪
　
信里丈兼題
　
〽行かよふ路もわかれず野べはいまひとつにうづむ雪の白妙
　　 　
早春霞
　
こい
そつ
にし
見か
しと
雪げの空も立かへてけふより春と霞長閑さ
　
さほ姫の霞の衣打 けて今朝より春とかすむのとけさ
　　　　　　　　　　　　　　　
　
松山の
杉はも
もかすみなからに明そむ
め
るて
今朝より春の色をみすらん
　　 　
月
　
吹風に夕霧はれてさへ宿る□ぬ光りの浦の月 げ
76
　
見る人のこゝろもすめる須磨の浦の月影さむき秋の宵
（ママ）
」
19ウ
　　 　　
雪中鶯
　
春めきて尚白雪も故郷のみかきが原に鶯のなく
　
松梅の梢はこぞの ながら声さむからぬ春 鶯
　
春きてもこぞのまゝなる雪の内に声さむからぬ春 鶯
　
春きても猶白雪は故郷にひとり どけき鶯の声
　
暮竹のねぐらにつもる雪の内に声さむからぬ春 鶯
　
梅がえに同じ色そふ淡 を木づた ちらす春 鶯
　　 　
行路梅
　
行路のへ
路のかたへに咲て行人もしばしとまれと匂ふ梅がえ
　　 　
春月幽
　
もしほやく煙の外も立ちおほふ霞に雲る浦の月影
　　 　
名所月
　
秋風に空吹はらふ高砂 の尾上の松をてらす月かげ
　
吹風に村雲はれてさへ宿る月 光の須磨 浦波」
20オ
　　 　
〽夜虫
　　　　　　　　
〽宗韶
　
〽小夜ふかくねや 音づるきり〴〵す／枕 夢をさそふ声〴〵
　　 　
〽連夜見月
　　　　　　
〽宗韶
藤島宗韶詠草（宝暦七年分）　解題と翻刻
77
　
〽かげたかき山をうつして水海や／さゞなみよする岑の松風
　　 　
〽時雨
　　　　　　　　
〽栄香
　
〽この朝けそらに時雨て／雲まふ
（よ脱カ）
あらしの寒み／冬は来にけり」
20ウ
　　 　
名所龍
（ママ）
　
　
布引龍
（ママ）
　
亀尾龍
（ママ）
　
音無龍
（ママ）
　
　　 　
名所杜
　
篠田杜
　
衣手杜
　　 　
名所川
　
宇治川
　
龍田川
　
名取川
　
大井川／鵜川
　
音無川
　
白川」
21オ
　　 　
名所松
　
高砂松
　
三保松
　
尾上松
　
唐崎松
　
壱岐松／曽祢松
　　 　
名所橋
　
勢多橋
　
宇治橋
　
長良橋
　
月橋／阿广橋立
　
宇治橋姫
　
久女岩橋
　
古高橋
　　 　
名所山
　
比良山
　
比叡
ヱイ
山
　
富士山
　
松尾山／稲荷山
　
春日山
　
三輪山
　
龍田山」
21ウ／足引山
〈日本／惣名言〉
　　 　
名所市
　
白川市
　
辰市
　
八日市
　
四日市／丹波市
　
売間市
　
三輪市
　　 　
名所関
78
　
白川関
　
相坂関
　
安宅関
　
箱／根関」
22オ
　（
22ウ・
23オ空白）
　　 　
〽竹
二月十五日冷泉家会始当座
　
　　
生そふる小枝に春の色そへてあかぬみどりになびく呉竹
　
〽ふる雨にい
小
と枝
のゞ
みどりの色そひてなびくもあかぬ庭のくれ竹
　　 　
〽初冬時雨
〈二月十三日信里丈亭／当座〉
　
未
吹かぜもきのふの秋の音かへて今朝より冬と時雨降也
　
〽風の音もきの にかわる神無月空にしぐれ
（ママ）
冬は来にけり
　
未
いつしかと嵐はげしく音たてゝ時雨るゝ空に冬は来にけり
　　
い
●
つしかと冬もきぬらん此朝け時雨て渡る風のはげしさ
　　
いつしかと冬もきぬらん此朝け時雨て渡る風のはげしさ
　　
〽風の音もきのふにかわる神無月空にしぐれて冬は来にけり
　　
〽山居春曙
〈常芳丈旧年／補二月廿二日被催兼題〉
　
高ねより麓をかけて咲つゞく花よりしらむ春の曙
　
山の端は霞の内に明やらで花よりしらむまど 曙
　
立かくす霞の窓ににほひつゝ
　
山姫の霞の袖に匂ひつゝ横雲はるゝ峯の花ぞ
　
山里は霞 内に明やらで月かげのこ 春の曙
藤島宗韶詠草（宝暦七年分）　解題と翻刻
79
　
立かくす霞の窓に匂ふなり花
横雲はるゝ峯の花園
よりしらむ曙山
　
山里の松の梢のみえそめて花よりしらむ春の曙
　
山里の松は夜ふかく霞ともむら〳〵わかる曙花
　
山の端に霞て月も有明 花よりし む窓の曙」
23ウ
　　
〽山のはにかすみて月も有明の花よりしらむ窓の曙
　　
山の端の松は夜ふかくかすみつゝ窓より匂ふ曙の花

（以上、 「寄原恋」 「磯巌」と同じ折詠草に記す）
　　　　
立かくす霞 窓ににほふなり横雲はるゝ峯の花ぞの
　　
山里は霞のうちに明やらで月かげのこる春の曙
　　
〈両首ともに類題、／範宗雅経卿之歌に／多似候。言葉も置／所もかはらず候。 〉

（以上、 「柳風」 「春月」と同じ折詠草に記す）
　　　　
〽寄獣恋
　
われにうき人はしらじな待わびてひとりふすゐの床の露けさ
　
うきにのみ思ひみだれていく夜半かひとりふすゐの床のくるしき
　
かくぞとはいつかしられんうき人をおも ふすゐの床 露けさ
　
しらせばやふすゐの るもかくばかり露にみだれてむせぶ思ひを
　　
われにうき人はしらじな待わびてひとりふすゐの床の露けさ
　　
〽う
と
きは
にれ
のね
みば
思ひみだれていく夜半かひとりふすゐの床のくるしさ
80
　　　　
〽柳風
〈二月廿六日番所に而／当座〉
　
置露も玉とみだれて青柳のみどりうらゝになびく春風
　
朝な〳〵置そふ露の玉柳たまりもあへずなびく春風
　
ふくと き風にみだれて打なびくみどり長閑春青柳
　　
朝な〳〵置そふ露の玉柳たまりもあへずなびく春かぜ
　　
〽置露も玉とみだれて青柳のみ
糸
ど打
りは
うへ
らて
ゝになびくはる風
　　
〽春月
〈同廿九日番所に而／当座〉
　
立おほふ霞の間よりほの〴〵と れいでゝ匂ふ春の夜の月
　
さやかなる影は霞にへだゝりておぼろにてらす春のよ 月
　
軒ばもる影も霞て咲花の梢に匂ふ春のよの月
　　
〽軒ばもる影もかすみて咲花の梢ににほ 春 夜 月
　　
さやかなる影はかすみにへだゝりておぼろにてらす春 よの月
　　
〽春雨
三月三日番所当座
　
降まゝにくるゝもみへず春雨の音
霞にまじる音もしづけき
もしづけき庭の春雨
　
かきくれて降ともみへず春雨
此夕
の真
（砂脱カ）
地しめる
　　
　
ぬれて今朝かきねの草
（ママ）
色そ
ぞ
ひゝ
てふ
降音淋し庭の春雨
　
かきく
（ママ）て降ともみへず春の雨尋夕にしめる真砂地
　
降まゝに音も淋し 雨かすむ夕べに落る軒の玉水」
24オ
藤島宗韶詠草（宝暦七年分）　解題と翻刻
81
　　　
〽かきくれて降ともみへず此夕真砂地しめる庭の春雨
　　
降まゝに音も淋しく雨かすむ夕べに落る軒の玉水
　　
〽帰雁
六日
　
故郷にいかにちぎりて春の雁花をみすてゝ帰り行覧
　
故○
郷の道まどふまで立こむる霞に消る春の雁がね
　
ながめやる空も く重の八重霞立へだゝりて帰る雁がね
　　
故郷にいかにちぎりて春の雁花をみす ゝ帰り行覧
　　
ながめやるそらもいく重の八重がすみ立へだ りて帰る雁がね
　　
〽雲雀
九日
　
すみれつばな花咲のべの遠方にあがる雲雀の声のゝどけさ
　
声のみにすがたはみへず夕あが
　
声たかくあがるとみしも夕雲雀霞末野 またや落くる
　　
すみれつばな花咲のべの遠方にあがる雲雀の声 ゝどけさ
〈五文字ながく、耳に立候。 〉
　　
〽声たかくあがるとみしも夕ひばり霞末野 またや落くる
　　
杜花
　
色も香も常盤ならなん松立る杜の木の間にみ
咲ゆる桜は
　
これも又たぐひやはなき色はへて の花 ばへ
　　 　
〽野外雉子
〈三月十三日親教丈／会兼題〉
82
　
霞しく草のみどりの野を遠み妻こひかねてきゞす鳴也
　
霞しく片山野べの草がくれ妻やこもるときゞす鳴也
　
きゞす鳴ありかぞしらね草がくれかすめ 春の野べの遠かた
　
恋●
わ
〽わか草の
びる妻やこもると音にたてゝ霞末のに雉鳴也
　
こ●
ゑにこそそ
（ママ）
としらるれ床しめてきゞす鳴のゝ霞夕暮」
24ウ
　　 　
（野外雉）
　　
声にこそそことしらるれ床しめてきゞす鳴のゝ霞夕ぐれ
　　
〽恋
わ
わか
び草
るの
妻やこもると音にたてゝ霞末野にきゞす鳴なり
　　
〽浦舟
〈三月廿五日昆経丈亭／当座〉
　
夕なぎに浦はを遠み漕出て波にた よふ玉も り舟
　
浦遠く夕日晴たる波の上に数〳〵みゆ
へ
るて
うあ
かま
ぶの
釣舟
　
浦○
風の吹のこしてや波の上にうきてたゞよふ沖の釣舟
　
漕出て
　　
夕なぎに浦はを遠み漕いでゝ浪にたゞよふ玉もかりふね
　　
〽浦遠く夕日晴たる波の上に数〳〵みえてうかぶ釣舟
　　
〽緑樹連村暗
　
松桧原楓かしは木
の
陰ふかくみどりにしげる木がくれの里
　
露夏
なの
がき
らて
しげる若ばの陰ふかく晴やらぬ色や木がくれの里
藤島宗韶詠草（宝暦七年分）　解題と翻刻
83
　
陰ふかくしげる若ばの晴やらずみどりにつゞく里の木がくれ
　
花の木も
　
若ばしげりて
　　
松桧原楓かしはのしげりあひてありともみえぬ木がくれの里
　　
〽陰ふかく若葉
ぞしげり
るて 夏山のふもとの里もみえぬばかりに
　　
〽磯巌
　
むす苔のみどりをあらふ白波のよせてはかへる磯の岩ほ
が
にね
　
苔の 巌に生る松がえ 下枝をひたす磯の白波
　　 　 　
波もてあらふ磯の岩がね
　
打よする磯 岩ほにむす苔のみどりをあらふ沖つ白波
　　 　
ちりもつもらぬ磯の岩がね
　
よせかへる波もてあらふ岩がねはち もつもらぬ」
25オ
　　 　
〽寄原恋
　
〈小笹原さゝの一夜もあはでうき人／をばかくも思ふはかなさ〉
　
小笹原さゝの一夜も夢にだに見ぬ面影をしたふわりなさ
　
いたづらに思ふかひなくいく年か同じつらさにいきの松原
　
むすびける契りもは な小笹原さゝの一夜の露
（ママ）
契りやどり
は
　　 　 　 　
あはでうき人をばた
か
のく
むも
　
思ひはかなき
　
小笹原さゝの一夜も
夢
あに
はだ
ぬに
身の思ひもはかな
　　 　
うき風のはらふもつらし草の原むすびもとめぬ露の契を
84
　　　　　
むすびける契りもはかな草の原一夜ばかりの露のやどりは
　　
〽むすびける契りもはかな草の原一夜ばかりの露のやどりは
　　
小笹原さゝの一夜もあはでうき人をばかくも思ふはかなさ
　　
〽磯巌
　
打よする磯の岩ほにむす苔のみどりをあらふ沖の
津
白波
　
よせかへる波もてあらふ岩がねはちりもつも ぬ松嶋の磯
　　 　
よせかへる波もてあらふ岩がねはちりもつ らぬ松嶋 磯
　　
〽打よする磯の岩ほにむす苔のみどりをあらふ水の白波
　　
〽夏昼
〈五月廿二日／常芳丈亭兼題〉
　　　　
〽里春雪
〈五月廿二日常芳丈亭／当座〉
　
〽
　
山●
里は猶風さへて春浅み霞もやらずふれる淡雪
　
みよしのゝ里は木ごとに咲花の面かげみせてふれる淡雪
　
白●
雪の猶降は空とぢて春としもなく風のさむけさ
　
春きては降白雪も浅みどり霞にくもる山本の里」
25ウ
　　
山里は猶
二
◦風
三
さえて〽春◦
を
あさみ霞もやらずふれる淡雪
ぞふる
　　
白雪の猶降里は空とぢて春としもなき風のさむけさ
藤島宗韶詠草（宝暦七年分）　解題と翻刻
85
　　　
四月八日より百首組題
　　
立春
　
一よあくる空に霞の立そめて出る日かげも四方にのどけき
　
明渡る空ものどか 出る日の光りの
　
出る日の光りのどかに明渡 空に霞 春はきにけり
　
けふといへば空もかすみて何となく出る日影のどけかるらん
　　 　
山霞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
松杉のみどりのどかに足引 山の端遠く霞棚
立けり
引
　
松杉の梢もはるの色にけさみどりか
の
すど
めか
るに
山の端
　
朝遠近に
戸明て
見渡山も春の色に今朝は霞の立かさぬらん
　　 　
海
　
もしほやく浦の煙もよる波も立こむ
め
るて
そ
霞にこむる
れともみえぬ春の海原
　
和田の原かぎりやいづこ白波も霞よりたつ春の海づら
　
もしほやく煙も波も立こめて霞にわかぬ春の海原
　　 　
初鶯
　
いとはや 谷の戸出て鶯
此朝け
の初音ならする鶯のこゑ
　
ま軒近き
だ咲ぬ梅の梢
立
に枝
鶯のまだ里
とけやらぬ
なれぬ初音をぞ聞
　　 　
若菜
86
　
春もまだ浅沢小野に打むれてみどりのわかなと
つむもめづらし
めてこそつめ
　
諸人の袖打はへて雪きゆる沢べに出て若なをぞつむ
　　 　
白梅
　
降おける雪と見えるまで白妙に咲てぞ匂ふ軒の梅がえ
　
山がつの宿の垣ねにのこる雪のおもかげみせ 咲る 」
26オ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 　
紅梅
〈夕づく日さすや軒ばの梅の花／紅ふかき色ぞゝひゆく〉
　
雨はるゝ軒ばの花も露ながら
　
色もかもたぐひはあらじ紅のこぞめの梅の花のさ りは
　
雨はるゝ名残の露に紅 色そふ梅の花ぞえならぬ
　　 　
河柳
　　
　
枝な
た
がれ
らて
岸根になびく青柳の緑の糸をあらふ河水
　
河水にかげをうつしてよる波もみどりに むる岸 青柳
　　 　
春雨
　　　　　　 　　　
　
降まゝにく
□晴やらで
もるもみえ
ず春雨の霞
ながめ淋しき
にまじる夕暮の空
　［
□□のみに　　
］
ふるともみえず春雨の霞て落る軒の玉水
　
空とぢてくもるとばかり春雨の霞て落る軒の玉水
　　 　
春月
　
吹となき風に霞のはれ行ておぼろげならぬ春のよの月
藤島宗韶詠草（宝暦七年分）　解題と翻刻
87
　　　　　
帰雁
　
故郷の道まどふまで立こむる霞にきゑて帰る雁がね
　　 　
尋花
　
咲花のありやとけふも尋つゝ霞いく重の山を分きて
　
けふも又霞むいく重の峯こへてやゝ咲そむる花もありやと
　　 　
朝花
　
此朝け夜の名残の露ながらぬれて色そふ花ぞえならぬ」
26ウ
　　 　
落花
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
さかりぞとみるほどもなく咲花を心
さそふもつらきませの春風
つよくもさそふ春風
　　 　
春駒
　
草はみなひとつみどりに
わかゞへり
　　
霞末野にあそぶ春駒
　　 　
苗代
　
ますらおが田面はる にせき入 水もゆたかにまつる苗代
　
山川のながれを分てますらをが水せき入る小田 苗代
　
山川のながれを分てせき入 水もゆたか まつる苗代
　　 　
躑躅
　
夕附日下てる の岩つゝじ紅ふかく色まさりけれ
　　 　
歎冬
　
花はみなちりし垣ねに春の色の名残をみせて咲る山吹
88
　
花の名をとへどこたへぬ口なしのいわぬ色にや井手の山吹
　　　　　　　　
　
花はみな
かたみと咲る
ちちりし垣ねに行春の名残の色をみする山吹
りにし後の庭面に春のなごりと咲る山吹
　　 　
松藤
　
汀なる松にかゝりて池水に紫ふかくうつす藤波
　
常盤なる松の梢に藤かづらかけて久しき
　
我が宿の松の梢に
　
二葉より木高き松に藤かづら年なみ 咲にほふらん
　　 　
暮春
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
あかぬ色ねもけふのみと暮行春の入
名残をぞ思ふ
相のかね
　
花鳥の春の名残もいつしかとけふ みとなる
　　　　　　
　
咲花鳥の色ね
匂ふ花ものこらず春暮て行かたしらぬ名残をぞ思ふ
　
きくに猶名残もぞゝふ暮て行春の別の入相 ね」
27オ
　　 　
首夏
　　　　
卯花
　　　　　　　　　　　　　　
　
夏木立しげる垣ねに卯
此
花比
のハ
青葉まじりに咲る卯
此
花比
　
白雪の色にまがひて山里のしづが垣ねを
に咲る
うづむ卯花
　
白雪のおもかげみせて咲そふや卯花山の盛なる比
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挿葵
　
むかしよりたえぬ葵のもろかづらいく千世かけてかざす宮人
　
神まつるけふのみあれの葵草いく千世かけてかざす宮人
　　
五一
　菖蒲
　
露かゝる袂も涼し げ 生る池 汀のあやめかる手に
　　 　
郭公
　
まちつけてきくもほのかに時鳥雲ゐを過る夜半の一声
　　 　
早苗
　
雨はるゝ門田の早苗露ながらなびくも涼し夏の夕風
　　 　
夏草
　　　　
夏月」
27ウ
　　　　
梅雨
　　　　
鵜川
　　　　
夕顔
90
　　　　　
夕立
　　　　
杜蟬
　　　　
納涼
　　　　
夏祓」
28オ
　（以下
28オ～
29ウは、宝暦七年より後の書入れか）
　　 　
〽水辺菊
　
此川をながるゝ水に白ぎくの枝をひたして匂ふばかりに
　
枝ひたす川のほとりに咲そひてたつ白波もかほるばかりに
　
川ぎしに咲そふ千代の白ぎくもよる白波に すかた枝
　
秋毎に咲そふ枝を行水にひたして匂ふ千代の ぎく
　
行水に枝をひたして咲匂ふなを秋毎 咲る白ぎく
　　 　
〽岡上月
　　　　
〽池水鳥
　
吹風に水のこぼれる」
28ウ
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しめゆひしまがきに千世／の秋かけて盛久しく／匂ふ白ぎく
　　 　　
池
十二月
水鳥
　　　　
杜神楽
　　　　
初春
　
明和五戌子年
　　 　　
紅葉
　
今朝の間のつゆや時雨に／一入の色てりまさる庭の□紅葉」
29オ
　
しめゆひしまがきの内
花
にも
／秋毎に猶色そひて匂ふ／白ぎく」
29ウ
　（
30オ～
32オ空白）
　　 　
〽杜初冬
六月廿二日相美丈亭当座
　
今朝よりは嵐を寒み吹たつる杜 かれはの音ぞ淋しき
　
〽冬きぬとさそふ嵐の音かへて吹もはげしき木枯の杜
　　 　
〽冬きぬとさそふ嵐の音かへて吹もはげしき木枯の杜
　　
今朝よりは嵐を寒み吹たつる杜のかれ の音ぞ淋しき
　　
松上藤
補
92
　　　　
〽山家水
々
　　　　
〽慶賀
々
　　　　
〽納涼風
〈六廿二相美丈／兼題〉
　
一声の秋ある松の夕風に向ふも涼し池のさゞ波
　
たちよればすゞしさあかず吹風にちかき秋しるならの下かげ
　
しげりあふ楓かしハ
は
の陰は猶すゞしさあかぬ袖の夕風」
32ウ
　
夕立のはるゝ木かげはならのはの
　
夕立も晴行木々の下 露ちる風 袖 涼しき
　　 　
〽蛍
〈盛房丈追善和歌、七月三日於東山智福院、当座／相催組題之内〉
　
過きつる跡とふ露もふかき夜に哀蛍のみだれ飛かふ
　
〽露ふ
（か脱）
き草のまがきにく
き
るへ
やゝ
よら
りぬ
消ぬ思ひに
をみせて
　
蛍飛かふ
　
いとゞ猶あはれもぞそ
　　
過きつる跡とふ露もふかき夜に哀蛍のみだれ飛かふ
　　
〽露ふかき草のまがきにくるゝより消
三
◦やら
ぬ思
四
ひに
をみせて
蛍飛かふ
　　　　
〽雪
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きのふけふと思ひし春もうつりきてふりつむ雪に忍ぶいにしへ
　
〽思
しの
ふぞよ花も紅葉もい
ち
つり
しは
かて
とゝ
雪◦に成
ふりける
こし哀
宿の
むかしを
　
降まゝにつもりもやらでいつしかとはかなくきゆる水の上の雪
　
ともに見し ひ そひて此夕べ積る ふかき庭の白雪
　　
〽思
しの
ふぞよ花も紅葉もい
ちりはてゝ
つしかと雪◦
ふり
にな
ける
りこし哀
宿の
むかしを
　　
きのふけふと思ひし春もうつりきてふりつむ雪に忍ぶいにしへ
　　
雨後草花
〈為雄丈亭／兼題〉
　
雨はれて置白露も百草の花のさま〴〵色をわけゝん」
33オ
　　 　
〽月契千秋
〈八月十二日／冷泉家会当座
　
〽此宿に千年の秋を契り置てくまなき月の影ぞてりそふ
　
雲霧も晴てぞこゝにあきらけき月に千年 秋を契らん
　　
〽此宿に千とせの秋をちぎり置てくまなき月の影ぞてりそふ
　　
雲霧もはれてぞこゝにあきらけ 月に千年の秋をちぎらん
　　
〽麓納涼
〈八月廿二日／昆経丈当座〉
　　　　
〽紅葉増色
〈九月廿二日／兼題玄福丈〉
　
此程の露や時雨に幾入も染て色ます庭の紅葉々
　
露霜に幾入染てこれぞこの秋の色とや染る紅葉々
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〽常盤木の中にわ
ま
かじ
れり
てこれぞこの秋の色とや染る紅葉々
　
夕日さすかた山かげの紅葉々は尚一しほの色ぞゝひゆく」
33ウ
　
時ぞとやいつの時雨の染ぬらん初しほみする木々の葉かづら
　
露時雨染るがうへ か
夕附日らにしきさしもてりそふ木々 紅葉々
　　 　
〽夕木枯
〈九月廿二日当座／信里丈亭〉
　
紅●
葉々をさそひつくして木
夕
枯間
の暮
松にはげしき夕
木枯声
暮の
声
　
夕間暮枝吹しほる木がらし
（ママ）
音もはげしき風のさむけさ
　
吹さそふ 葉もなくて夕月の影すさまじき木枯 庭
　
染●
の
ちりのこる
こす枝の紅葉を此夕さそひて過る木枯の風
　
〽夕月のかげもあらはに落葉して松にのこれる 枯 声
　
くれつぐる鐘 ひゞきに吹しほる声
　　 　 　
にまじりて吹かくるよその梢の木がらしの声
　
一葉だに今はのこらで木枯の時雨をさそふ音
（ママ）
はげしき
　　
〽紅葉々をさそひつくして夕間暮松にはげしき木枯の声
　　
ちりのこる枝の紅葉を此夕さそひて過る木枯の風
　　
〽月照網代
〈十月廿二日／兼題信里亭
丈
〉
　
川霧の晴間にみれば朝日山かげなるせゞに茂き網代木
　
雲浮
霧雲
も川風さむく吹晴月にさやけき宇治の網代木
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波あらき宇治の渡りにてる月の網代木てらす影も寒けし
　
瀬に茂き網代をてらす冬の夜の 影寒き宇治の川波」
34オ
　　
〽瀬
ひをのよる
に茂き網代をてらす冬の夜の月影寒き宇治の川波
　　
浮雲も川風さむく吹はれて月にさやけき宇治の網代木
　　
雪
〈十一月廿二日／兼題
　
予〉
　　　　
〽寄民部卿殿出題
鶴祝
〈善長丈母儀／七十賀勧進〉
　
此●
宿に千とせ万代かさぬべきよはひや契る鶴の毛衣
　
七●
十のけふより後も末遠き千世にや千世を 友づる
　
いく千世もへぬべき宿の砌にはよはひを契る田鶴も馴きて
　
今年より を友なふ此 によはひを契る鶴の諸声
　
末遠きよはひをこゝにちぎり置て なるゝ鶴の諸声
　　 　
浦夏月
〈十一月廿二日／当座〉
　
浦波のよする蘆辺 夏かりのみる程もなきみじか の月
　
影てらす浦はの蘆は」
34ウ
　
涼しさは波
夏
ともいはじ志がの浦や月影ながらよするさゞ波
　
波よする浦風涼し釣
漕
舟の波間に月の影もうかびて
　　 　
〽冬民部卿殿御出題
懐旧
〈五十年忌
／造酒司松林勧
父若狭守
進
／五十年忌勧進〉
96
　
い●
とゞ猶袖やぬれそふ村時雨ふりにし跡をしたふ涙に
　
思ひ づる袂はさぞなしほるらん
　
五十年の跡とふけふの
　
いにしへを思ひ出れば れやらで時雨ふりそふ
　　 　 　 　 　
いにしへをしたふ涙の袖に時雨るゝ
　
五十年の過し
　
いにしへをしたふ涙のはれやらで跡とふけふの空に時雨ゝ
　
五十年のむかしを遠く思ひ出てはれぬ涙の空に時雨るゝ
　
五十年のむか を遠く思ひ出てしたふ涙の
ぞ
袖に時雨るゝ」
35オ
　　
五十年のむかしを遠く思ひ出てしたふ涙の袖に時雨るゝ
　　
〽いとゞ猶袖やぬれそふ村時雨ふりにし跡をしたふ涙に
　　
花洛月
〈八月兼題／昆経〉
」
35ウ
　　　
〈キーワード〉
　　　　　
藤島宗韶
　
小沢蘆庵
　
冷泉為村
　
和歌詠草
　
添削
　
非蔵人
　
新日吉社
